
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、復
旧
事
業
費
が
40
万
円
以
上
の
農
業

被
害
で
す
。桜
井
市
長
は
８
月
28
日
の
定

例
記
者
会
見
で
「
７
月
の
豪
雨
が
激
甚
災

害
の
指
定
を
受
け
た
。
国
の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
40
万
円

未
満
の
被
害
は
市
が
負
担
し
、
地
元
負
担
を
求
め
な
い
」
と
発
表
し
ま
し

た
。
高
齢
化
が
進
む
も
と
で
離
農
を
防
ぎ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。 
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【
上
田
市
議
】 

小

矢
部
市
の
子
ど
も
が

富
山
県
外
の
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
た

場
合
は
、
自
己
負
担

分
を
窓
口
で
一
旦
支

払
い
、後
日
市
の
こ
ど

も
課
で
還
付
の
手
続
が
必
要
だ
。
市

民
の
富
山
県
外
で
の
受
診
数
は
、
２

０
２
０
年 

６
０
８
件
、
21
年 

６
７
３
件
、
22
年 

８
０
３
件
と

な
っ
て
い
る
。 

昨
年
11
月
、
日
本
共
産
党
の
県

交
渉
で
、
県
は
現
物
給
付
対
象
病

院
を
石
川
県
に
ま
で
広
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
県
内
の
全
市
町
村
が
合

意
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
し
た
。 

小
矢
部
市
は
石
川
県
の
病
院
を

受
診
す
る
人
が
多
い
。ワ
ン
チ
ー
ム

富
山
の
会
議
で
、
桜
井
市
長
が
取
り

上
げ
、新
田
知
事
が
石
川
県
の
馳
知

事
に
働
き
か
け
る
と
答
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
進
展
は
ど
う
か
。 

【
民
生
部
長
】 

１
月
の
ワ
ン

チ
ー
ム
連
携
本
部
会
議
で
、
新
田
知

事
は
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

述
べ
、
制
度
改
正
に
向
け
て
色
々
検

討
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

 
【
上
田
市
議
】 

病
院
を
受
診
し

た
際
に
、マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
読
み
取

り
機
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
写
真
が
別

人
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
、暗
証
番
号

を
求
め
ら
れ
た
が
覚
え
て
お
ら
ず
、

保
険
証
と
し
て
は
使
え
な
か
っ
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
幸
い
今
の
保

険
証
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
全
国
で
起
き
て
お

り
、
多
く
の
人
が
不
安
を
感
じ
、
今

の
保
険
証
を
残
し
た
方
が
よ
い
と

答
え
る
人
が
70
％
に
上
っ
て
い
る
。 

桜
井
市
長
は
、
今
年
７
月
に
実

施
さ
れ
た
共
同
通
信
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
今
の
保
険
証
に
つ
い
て
「
廃

 

戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
へ 

 

岸
田
政
権
の
狙
い 

 

市
が
取
り
扱
い
を
変
え
た
原
因
が
、
防
衛
省
・
総
務
省
連
名
の
課
長
名

に
よ
る
２
０
２
１
年
２
月
５
日
付
の｢
技
術
的
指
導｣

と
い
う
法
令
に
基
づ

か
な
い
地
方
自
治
体
へ
の
要
請
に
あ
り
ま
す
。
法
令
に
基
づ
い
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
地
方
自
治
体
は
「
地
方
自
治
の
本
旨
」（
憲
法
）
に
基
づ
い
て
判

断
す
れ
ば
よ
く
、
こ
の
要
請
に
こ
た
え
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

名
簿
を
提
供
さ
せ
る
背
景
に
、
自
衛
官
採
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
実

態
が
あ
る
よ
う
で
す
。
22
年
度
の
応
募
者
数
は
前
年
に
比
べ
て
１
万
人
近

く
減
少
し
、
過
去
10
年
間
で
初
め
て
８
万
人
を
割
り
ま
し
た(
防
衛
白
書)

。

岸
田
自
公
政
権
に
よ
る
海
外
で
戦
争
で
き
る｢

戦
争
国
家
づ
く
り｣
が
進
め

ら
れ
、「
自
衛
隊
員
が
本
当
に
戦
争
に
投
入
さ
れ
る
の
で
は
」
と
危
惧
す
る

人
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
市
が
提
供
し
た
名
簿
で
、
自
衛
隊
に
勧
誘
さ

れ
、
海
外
で
の
戦
争
に
か
り
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

市
民
の
た
め
に
税
金
で
つ
く
っ
た
公
共
施
設
を
、
稼
働
率
だ
け
で
利
用

時
間
を
縮
小
す
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
第
３
次
行
財
政
改
革
計
画
で
は
、

稼
働
率
と
経
費
節
減
効
果
が
基
準
で
あ
り
、
他
の
公
共
施
設
に
波
及
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

上
田
由
美
子
市
議
は
、「
公
共
施
設
を
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
こ
そ
小
矢
部
市
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
述
べ
、
こ
の
条
例
改
定
に
反
対
討
論
し
ま
し
た
。 

 

小
矢
部
市
は
、
公
共
施
設
の
稼
働
率
が
低
い
か
ら
と
、
開
館
日

や
時
間
を
減
ら
す
条
例
改
定
案
を
、９
月
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

今
回
対
象
に
な
っ
た
の
は
倶
利
伽
羅
源
平
の
郷
埴
生
口
（
閉
館

日
を
第
三
月
曜
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
に
）
と
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
埴
生
。
閉
館
時
間
を
平
日
午
後
９
時
30
分
ま
で
に
、
日

曜
・
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
に
）
で
す
。 

市
長
に
「
自
衛
隊
員
募
集
の
た
め
個
人
情
報
の
積
極
的
提
供
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
要
請
書
」
を
８
月
26
日
、
新
婦
人
小
矢
部

支
部
、
小
矢
部
平
和
委
員
会
、
富
山
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
の

代
表
者
が
提
出
し
ま
し
た
。 

応
対
し
た
市
民
課
長
は
、
①
令
和
４
年
度
（
22
年
度
）
に
初
め
て
４
６
５

人
の「
令
和
５
年
度
に
18
才
お
よ
び
22
才
に
な
る
小
矢

部
市
民
の
方
」
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
を
、

紙
媒
体
で
自
衛
隊
に
提
供
し
た
、
②
令
和
３
年
度
ま
で

は
、「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」
と
い
う
方
法
で
開
示
し

て
き
た
と
事
実
関
係
を
述
べ
ま
し
た
。 

 ７
月
12
日
、
13
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
小
矢
部
市
で
は
農
地
や
農
業
用
施

設
、
林
道
施
設
、
市
道
や
河
川
な
ど
公
共
土
木
施
設
が
多
数
被
害
を
受
け
、

そ
の
応
急
復
旧
分
や
、
そ
の
後
の
復
旧
工

事
の
測
量
設
計
・
工
事
施
工
分
な
ど
合
計

８
億
８
５
５
０
万
円
の
補
正
予
算
が
８

月
22
日
の
小
矢
部
市
議
会
臨
時
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

止
を
延
期
す
べ
き
」
と
回
答
さ
れ

た
。
ぜ
ひ
も
う
一
歩
踏
み
出
し
、
今

の
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
主
張
し

て
は
ど
う
か
。 

【
桜
井
市
長
】 

ト
ラ
ブ
ル
再
発

防
止
と
利
用
者
の
不
安
解
消
、
円

滑
な
移
行
な
ど
の
課
題
は
国
に
お

い
て
解
決
さ
れ
る
と
考
え
る
。国
に

対
し
、
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な

い
こ
と
を
働
き
か
け
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。 

政
府
は
今
の
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
統
合

し
、
来
年
10
月
に
廃
止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

上
田
市
議
は
、「
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
に
は
す
べ
て
の

人
に
保
険
証
を
確
実
に
交
付
す
べ
き
で
あ
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
多
く
の
情
報
が
ひ
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、持
ち
歩

く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
情
報
漏
洩
も
心
配
だ
。
今
の
保
険
証

を
廃
止
し
な
い
こ
と
が
重
要
だ
」
と
質
問
し
ま
し
た
。 

９月議会 
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